
「区政への参加」と聞くと、ちょっと難しいイメージがあるかもしれません。

でも、実はもっと身近で気軽にできることがたくさんあります。

① 審議会にて区の施策づくりに関わる！

区とのコラボレーション、はじめの一歩を考えよう
～あなたらしい“関わり”のカタチ

区とのコラボレーション、はじめの一歩を考えよう
～あなたらしい“関わり”のカタチ

「区政への参加」ってどんなこと？

毎日の暮らしの中で、「ちょっと不便だな」「こうだったらいいのに」と感じること

はありませんか？子育てや介護、防災、ごみ出し、地域の行事など、区の取り組み

は、私たちの生活と深く関わっています。

そんな日々の気づきや経験が、“区との関わり”のきっかけになります。

様々な課題が複雑に絡み合っている地域社会の中、杉並区は、皆さんと一緒に、そう

した声を区政に活かしながら、これからのまちをつくっていきたいと考えています！

区との関わりの扉を開き､「区政への参加」を始めてみませんか？

審議会等とは、区の制度や方針を検討する際に、学識経験者や専門家、地域団体といった多様な

立場の視点を踏まえて意見を聴取し、政策形成に生かすための会議体です。一部の審議会等で

は、区民委員を公募しており、応募･選考を経て、区の施策づくりに参加することができます。

また、審議会等によっては、会議を公開し、区民の皆さんが傍聴できる機会を設けております。

区では、行政にはない新たな発想や考えを取り入れることで、より区民

ニーズに沿った事業の執行や行政課題の解決につながることを目的に

「区民参加型予算事業」を5年度より実施しています。

区が設定したテーマに対して区民の方などから事業アイデアを募集し、

区民投票の結果を踏まえて、次年度に実施する事業を決定します。

企画課 

公民連携担当

② 区に事業を提案する！

👆

今年度の区民参加型予算の

情報はコチラ！

これらは全て「区政への参加」の方法の一つです！

杉並区では、皆さんの声やアイデアを区政に生かすために、いろいろな”参加のカタチ”を

ご用意しています！

区からのアンケートに答えること

議会や審議会といった会議の様子を傍聴する

暮らしの中で感じたこと等について、意見・アイデアを送る

12月13日

聴っくオフ・

ミーティング



④ 区の施策に対して、意見を届ける

⑤ SNSやLINEで情報を受け取る！発信する！

今回の聴っくオフミーティングでは…

地域で活動を始めた方々のお話を伺いながら、区との関わりについて、

区長も交えて参加者みんなで語り合います。

話すのが苦手でも、区政への参加経験がまったくなくても大丈夫。

むしろ、経験がない方の視点こそが大切です。さまざまな立場・視点が集まることで、

まちの未来が広がります。

あなたらしい“関わり”を、一緒に考えてみませんか？

いろいろなかたちで、皆さんの声を受け付けています。地域のこと･暮らしのことで気になるこ

とがあれば、ぜひ意見を寄せてください！

区では、区公式ホームページの他、XやLINEなどの各種SNSで情報

を発信しています。

区政を知るために、SNS等の情報を受け取ること。またその情報を

自身の知り合い等に広めることも区政の参加の一つです！

あなたの意見や子育て、介護、仕事等での経験が、まちづくりに活かせます。

区の情報に触れることで、地域の魅力や新たな発見が見えてきます。

イベント等での対話を通じて、地域の人との新たなつながりが生まれます。

社会の仕組みや、地域課題への理解が深まり、自身の視野の広がりも期待できます。

区公式LINE

アカウント

その他区公式

アカウント一覧

「区政への参加」を行うことで

まちづくりや環境、子どもなど様々なテーマで意見交換会やワークショップを

開催しています。あなたの興味のあるテーマで、気軽に参加してみませんか？

新しい視点や仲間との出会いがきっとあります！

③ 意見交換会やワークショップに参加する！

・💌パブリックコメント

区が政策や計画を決定する前に、目的や内容をあらかじめ公表し、区民の皆さんの意見を

広く募集することで、いただいた意見を新たな政策に生かすことができる制度です。

・💬すぎなみボイス

区が発信するテーマ･事業の概要や、進捗状況を共有し、インターネット上で日時や場所を

選ばずに、さまざまな立場の方やアイデアを投稿できるポータルサイトです。

・💻区政モニター

公募で選ばれた区民が、区政に関するアンケート等を通じて、意見を届ける制度です。

・📝区民意向調査

無作為に選ばれた区民を対象に、暮らしに関する意見や意識を調査する取組です。


